
吉野議員の「市政執行方針について」のうち「重点的に取

り組む施策について」のご質問からお答えいたします。 

令和８年４月より、保健センター内にこども家庭センター

を開設し、母子保健と 児童福祉の両方の観点による切れ目

のない支援を行うとともに、子どもが主体的に生活し、最善

の利益を得られる 地域社会を目指すため、子どもの権利条

例の制定に向け、準備を進めて参ります。 

次に「子どもの遊戯施設について」でありますが、庁内に

おける検討及びサウンディング型市場調査の結果並びに現

在の財政状況を踏まえ、早急に整備することは困難であると

判断しております。 

次に「新規就農施策及び農業研修施設の活用について」で

ありますが、新規就農者に係る施策につきましては、国及び

市独自の支援制度の活用のほか、伊達市農業担い手育成セン

ターと、新規就農希望者のニーズに添った条件設定等に係る

協議を継続して参ります。また、農業研修施設の活用につき

ましては、農業研修センターの受託事業者と十分に協議を行

いながら運営して参ります。 

次に「漁業基盤強化に係る漁協との協議について」であり

ますが、いぶり噴火湾漁業協同組合からの要望に基づき漁業

近代化資金利子補給金交付のほか、日頃から情報の連携を密

にし、令和９年度の事業要望について協議を進めているとこ

ろであります。 

次に「児童生徒との意見交換について」でありますが、こ

れまで、児童生徒とまちづくりについての意見交換を実施し

た実績はありませんが、子どもの権利条例の制定に当たり、

子どもからの意見が必要であることから、具体的方法は未定

ですが、今後実施したいと考えております。 


